
悩
み
事
解
決
の
た
め
に
無
料
相
談

窓
口
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

Ａ
さ
ん　

民
事
上
の
ち
ょ
っ
と
し
た

ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
ま
す
。

　

自
分
で
法
律
を
調
べ
て
も
難
し
く

て
よ
く
分
か
ら
な
い
し
、
何
か
良
い

解
決
策
は
あ
り
ま
せ
ん
か
…

■
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
【
要
予
約
】

○
本
庁
舎　

毎
月
15
日
と
30
日

○
騎
西
総
合
支
所　

毎
月
第
２
火
曜
日

○
北
川
辺
総
合
支
所　

毎
月
第
２
月
曜
日

○
大
利
根
総
合
支
所　

毎
月
20
日

■
合
同
相
談 

※
相
談
内
容
は
、
会
場
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

○
本
庁
舎　

毎
月
第
１
金
曜
日
（
市
民

プ
ラ
ザ
か
ぞ
）

○
騎
西
総
合
支
所　

毎
月
第
２
金
曜
日

（
騎
西
総
合
支
所)

○
北
川
辺
総
合
支
所　

毎
月
第
２
木
曜

日
（
み
の
り
）

○
大
利
根
総
合
支
所　

毎
月
第
２
火
曜

日
（
大
利
根
総
合
支
所
）

※
原
則
日
の
た
め
、
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
日
程
お
よ
び
時

間
は
、
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
市
民
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど
の
相
談
会

場
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

問
題
が
起
こ
る
前

な
ら「
防
止
」の
た
め

に
、
問
題
が
起
き
て

し
ま
っ
た
ら「
解
決
」

の
た
め
に
、
ぜ
ひ
無

料
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
民
相
談
室
（
☎
内
線
１
１

７
）
、
各
総
合
支
所
市
民
税
務
課
（
騎
西

☎
内
線
１
１
８
、
北
川
辺
☎
０
２
８
０
・

61
・
１
２
０
０
、
大
利
根
☎
０
４
８
０
・

72
・
１
１
１
１
）

　

法
律
問
題
や
専
門
分
野
で
の
問
題
で

困
っ
た
と
き
「
弁
護
士
さ
ん
や
司
法
書

士
さ
ん
な
ど
に
相
談

し
た
い
な
」
と
思
わ

れ
た
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

悩
み
事
や
ト
ラ
ブ
ル
の
中
に
は
、
い

ろ
い
ろ
な
法
律
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る

場
合
が
あ
り
、
自
分
で
人
生
問
題
と
考

え
て
い
た
も
の
が
実
は
法
律
問
題
や

専
門
的
分
野
の
問
題
で
あ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
市
で
は
、
日
常
生
活
上
の
法
律

問
題
に
つ
い
て
、
無
料
で
、
弁
護
士
に

よ
る
法
律
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
予
約
制
（
電
話
ま
た
は
来
庁
）

で
、
相
談
時
間
は
一
人
30
分
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
専
門
的
分
野
の
問
題
に
つ
い

て
、
無
料
で
、
司
法
書
士
や
税
理
士
な

ど
の
各
専
門
家
に
よ
る
合
同
相
談
も
実

施
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
予
約
不
要
で

す
。
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
下し

も

總お

さ

皖か

ん

一い

ち

肉
筆
楽
譜
」
市
指
定
有
形
文
化
財

平
成
22
年
２
月
１
日
指
定

　

下
總
皖
一（
本
名
は
覚
三
）
は
明
治

31
年
３
月
31
日
に
原
道
村
砂
原
（
現
加

須
市
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
14
歳
ま
で

こ
の
地
で
育
ち
、
少
年
時
代
の
覚
三

は
、
利
根
川
や
近
く
の
田
ん
ぼ
、
小
川

な
ど
で
元
気
よ
く
、
自
然
を
友
と
し
て

育
ち
ま
し
た
。

　

小
学
校
を
終
え
、
埼
玉
師
範
学
校

か
ら
東
京
音
楽
学
校
（
現
東
京
芸
術
大

学
）
に
進
み
、
首
席
で
卒
業
、
記
念
奨

学
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
幾

つ
か
の
学
校
の
教
壇
に
立
ち
、
昭
和
7

年
、
文
部
省
在
学
研
究
員
と
し
て
ド
イ

ツ
へ
の
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

　

留
学
中
の
努
力
に
よ
り
、
多
く
の
も

の
を
学
ん
で
帰
国
し
た
皖
一
は
、
た

く
さ
ん
の
有
名
な
曲
を
作
り
、「
た
な

ば
た
さ
ま
」
、「
野
菊
」
な
ど
だ
け
で
な

く
、
合
唱
曲
、
器
楽
曲
、
協
奏
曲
、
５
０
０

を
越
え
る
校
歌
な
ど
を
残
し
ま
し
た
。

　

ま
た
箏こ

と

の
曲
、
三
味
線
の
曲
な
ど
日

本
の
伝
統
音
楽
に
つ
い
て
も
作
曲
し
、

西
洋
音
楽
と
日
本
の
音
楽
と
の
橋
渡
し

を
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

作
曲
法
、
対
位
法
、
和
声
な
ど
の
音
楽

理
論
書
を
世
に
出
し
、
和
声
学
の
神
様

と
言
わ
れ
、
日
本
の
近
代
音
楽
の
基
礎

を
作
り
ま
し
た
。

　

彼
の
功
績
を
称た

た

え
、
歌
唱
曲
４
７
２

曲
、
校
歌
５
４
２
曲
、
器
楽
曲
69
曲
の
楽

曲
数
１
、
０
８
３
曲
の
肉
筆
楽
譜
が
市
の

指
定
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

利
根
川
堤
防
上
で
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
に
開
館
し
て
い
る
『
お
お
と
ね
童

謡
の
ふ
る
里
室
』
に
は
、
多
く
の
資
料
が

展
示
公
開
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

紹
介
者　

中
島　

睦む
つ

雄お

さ
ん
（
琴
寄
）

おおとね童謡のふる里室

所在地　新川通680

　身の回りのことやご意見などがあり
ましたら、お気軽に電話かハガキまた
はＥメールで秘書広報課へ
〒347-8501　加須市下三俣290
 ☎ 0480・62・1111（内線313・319）
メールメール hisho@city.kazo.lg.jp

ご
存
じ
で
す
か
！
文
化
財
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問合せ 
大利根教育事務所
（☎0480・72・1323）


